
中
小
企
業
の
環
境
技
術

変わる中小、環境に照準
　
「
２
０
１
３
年
中
小
企
業
白
書
」
で
は
「
自
己
変
革
を
遂
げ
て
躍
動
す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
中
で
産
業
の
新
陳
代
謝
の
一
つ
と
し
て
「
新
規
事
業
展
開
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
中
小

企
業
が
新
規
事
業
展
開
を
図
っ
た
分
野
は
環
境
保
全
・
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
が
最
も
多
い
。
ま
た
今
後
関
心
の
あ
る
新

事
業
分
野
と
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
を
挙
げ
て
い
る
。
わ
が
国
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
関
連
技
術
・
製
品
の
開
発
力
は
、
国
際
的
優
位
性
が
あ
り
、
中
小

企
業
の
環
境
技
術
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。

植
物
工
場
、
中
国
も
注
目

新
エ
ネ
分
野
関
心
高
ま
る

低コストで排水浄化ミューカンパニー有害ガスを完全燃焼Ｅ＆Ｍエンジ

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ７月３０日 火曜日 　　

町
田
商
工
会
議
所
の
メ
ロ

ン
の
水
耕
栽
培

植
物
工

場
・
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ

展
」
で
の
展
示

　
植
物
工
場
は
食
の
安
全
を

求
め
る
中
国
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
技
術
だ
。
中
国
で
は

最
近
、
大
気
汚
染
も
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

が
か
つ
て
経
験
し
、
大
気
汚

染
や
水
質
汚
染
な
ど
の
対
策

技
術
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
ミ
ュ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ

テ
ド

東
京
都
台
東
区

は

大
気
汚
染
防
止
装
置
や
水
環

境
保
全
装
置
の
設
計
・
製
造

を
手
が
け
て
い
る
。
動
力
を

必
要
と
し
な
い
撹
拌
・
混
合

用
の
静
止
型

ス
タ
テ
ィ
ッ

ク

ミ
キ
サ
ー
「
ミ
ュ
ー
ミ

キ
サ
ー
」
を
ベ
ー
ス
に
、
環

境
保
全
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま

な
装
置
を
開
発
し
て
い
る
。

小
嶋
久
夫
社
長
が
「
自
然
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
人
間
の
技
術

を
調
和
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と

独
立
し
て
設
立
し
た
会
社

だ
。
排
水
か
ら
汚
泥
物
質
を

分
離
す
る
ミ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン

リ
ア
ク
タ
ー
は
、
本
体
内
で

圧
縮
空
気
と
排
水
を
混
合
・

撹
拌
し
、
直
径
約

の

気
泡
を
最
大
毎
時
６
０
０
０

立
方

発
生
さ
せ
る
。
こ
の

気
泡
が
排
水
を
溶
解
し
、
不

要
な
汚
泥
物
質
を
排
水
処
理

装
置
の
底
な
ど
に
沈
殿
さ
せ

る
こ
と
で
排
水
を
浄
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
同
社
の
製

品
は
環
境
保
全
装
置
で
あ
る

と
と
も
に
、
全
て
が
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
省
ス
ペ
ー
ス
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
、
低
コ

ス
ト
な
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
熱
科
学
機
器
・
装
置
メ
ー

カ
ー
の
Ｅ
＆
Ｍ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ

埼
玉
県
朝
霞
市

は
大
気
汚
染
を
防
止
す
る
製

品
が
あ
る
。
脱
脂
炉
と
排
気

炉
を
備
え
、
脱
脂
後
の
有
害

ガ
ス
を
完
全
燃
焼
し
、
無
煙

・
脱
臭
化
す
る
排
気
燃
焼
炉

付
脱
脂
炉
で
あ
る
。
電
子
部

品
用
な
ど
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

加
工
で
使
用
さ
れ
る
固
定
剤

バ
イ
ン
ダ
ー

を
脱
脂
処

理
す
る
。
脱
脂
炉
で
は
１
０

０
―
６
０
０
度
Ｃ
で
加
熱

し
、
燃
焼
炉
で
は
脱
脂
炉
で

発
生
し
た
バ
イ
ン
ダ
ー
成
分

を
含
む
ガ
ス
を
、
８
０
０
度

Ｃ
で
完
全
燃
焼
す
る
。
ガ
ス

気
流
を
蛇
行
し
、
滞
留
さ
せ

る
構
造
を
備
え
て
い
る
の
が

特
徴
だ
。

　
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

は
幅
広
い
業
種
の
企
業
に
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

今
後
期
待
さ
れ
る
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代

社
会
イ
ン
フ
ラ

で
も
環

境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
は
欠

か
せ
な
い
存
在
だ
。
ま
ち
づ

く
り
全
体
で
巨
大
な
市
場
が

広
が
っ
て
い
る
。

　
中
小
企
業
が
新
規
事
業
展

開
を
図
っ
た
分
野

図

は

「
環
境
保
全
・
リ
サ
イ
ク
ル

関
連
」
が
最
も
多
く
、
「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
」
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
」
と
続
い
て

い
る
。
ま
た
、
今
後
関
心
の

あ
る
新
事
業
分
野
で
は
「
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
」
が
最
も

多
く
、
「
環
境
保
全
・
リ
サ

イ
ク
ル
関
連
」
「
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
」
が
上
位
を
占

め
、
中
小
企
業
が
環
境
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
注
目
し
て

い
る
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

今
後
関
心
の
あ
る
新
事
業
分

野
で
は
、
次
い
で
農
林
漁
業

関
連
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

今
後
の
第
６
次
産
業
へ
の
進

展
も
伺
わ
せ
て
い
る
。

　
今
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た

「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
キ
ス
ポ
」

バ
イ
オ
マ
ス
エ
キ
ス
ポ
実

行
委
員
会
主
催

で
は
、
多

く
の
中
小
企
業
が
最
新
の
バ

イ
オ
マ
ス
活
用
に
つ
い
て
展

示
し
た
。
Ｚ
Ｅ
エ
ナ
ジ
ー

東
京
都
港
区

は
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
開
発

製
造
・
運
営
を
手
が
け
る
。

未
利
用
間
伐
材
な
ど
か
ら
作

る
木
質
チ
ッ
プ
を
燃
料
に
、

バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
を
発
生
さ

せ
て
発
電
す
る
。
毎
時
２
０

０
０

以
下
の
小
規
模

で
、
発
電
効
率
約

％
、
廃

熱
利
用
を
含
め
た
最
大
熱
効

率
は

％
。
ガ
ス
化
工
程
に

タ
ー
ル
発
生
防
止
技
術
を
使

い
連
続
発
電
で
き
る
。
小
規

模
設
備
で
あ
れ
ば
建
設
が
容

易
で
１
日

の
間
伐
材
で

毎
時
１
０
０
０

発
電
で

き
る
。
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
電
気
の
地
産
地
消

が
可
能
で
あ
る
。

　
同
時
開
催
の
「
植
物
工
場

・
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
展
」

日
刊
工
業
新
聞
社
主
催

で
来
場
者
の
注
目
を
集
め
た

の
は
、
町
田
商
工
会
議
所
の

展
示
し
た
メ
ロ
ン
の
水
耕
栽

培
だ
。

年
に
町
田
市
内
外

の
協
力
企
業

社
と
「
ま
ち

だ
シ
ル
ク
メ
ロ
ン
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
開
始
。
精
密
機
械

や
医
療
機
器
な
ど
地
場
の
中

小
企
業
が
持
つ
得
意
技
術
を

結
集
し
た
。

　
従
来
の
土
壌
栽
培
は
収
穫

量
が
１
株
当
た
り
１
―
４
個

程
度
だ
が
、
「
町
田
式
新
農

法
」
で
は
高
糖
度
メ
ロ
ン
を

同
約

個
実
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
農
法
の
カ
ギ

と
な
る
栽
培
槽
は
、
流
体
制

御
や
電
子
制
御
技
術
を
用
い

て
水
槽
内
に
渦
を
発
生
さ
せ

る
。

　
す
る
と
根
が
放
射
状
に
生

育
し
、
根
の
隅
々
ま
で
酸
素

や
養
分
が
行
き
届
く
理
想
的

な
環
境
を
つ
く
り
、
水
耕
栽

培
の
難
点
で
あ
る
根
腐
れ
を

防
い
だ
。
現
在
は
他
の
農
産

物
へ
の
応
用
に
向
け
た
研
究

を
進
め
て
い
る
。


